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1. はじめに

　ため池は全国に 21 万箇所以上あり、多くは江戸時代以前に作られたものである。そして、それ

らの多くは老朽化が進んでおり、水漏れや堆積土砂による貯水量の減少のため浚渫事業が行われ

ている。ため池はその規模から、フィルタープレスを用いた処理が行われてこなかった。しかし、

近年では可搬可能なフィルタープレス機が開発され、ため池底泥の浚渫・脱水に用いることがで

きるようになった。本研究では、プレス機を用いた効率的な脱水方法の確立を目的としている。

2. 材料および物理・化学試験結果

　本研究では、香川県の 2 地域のため池底泥 (図表中では A, B) を用いて試験を行った。図表中

の A-N とは A 池の標準試料、B-K とは B 池の脱水ケーキのことを示している。標準試料とは、採

取した底泥の不純物を除去したもの。脱水ケーキとは、底泥を浚渫分別機にて粗ゴミ分別排出及

び浚渫汲み上げ機にて汲み上げ後、スラリータンク内で比重 1.07 ～ 1.09 に調泥攪拌し凝集剤とし

て高分子有機系脱水剤をスラリー 1m3
当たり、凝集剤 10% 液を 3l添加しフィルタープレス脱水

機により脱水したものである。表 1 に、底泥の物理・化学特性を示した。試料の特徴として、A,B
池の標準試料は液性・塑性限界が高く強熱減量の多い土となっている。A-N と A-K, B-N と B-K に

おいて底泥は、脱水ケーキとなることで液性限界が減少し塑性限界が増加した。これは脱水前に

浚渫分別機によって細粒分が除去されたためと考えられる。図 1 には、粒度試験結果を示した。A, 

図 1.　粒度分布

表 1.　底泥の物理・化学特性

WL  (%) WP  (%) Ip Li  (%) pH EC (mS/cm) s  g/cm3
A-N 175.0 44.2 130.8 12.1 6.4 0.35 2.49
A-K 137.0 55.6 81.4 11.3 6.2 0.60 2.52
B-N 165.5 47.5 118.0 13.7 6.4 0.26 2.43
B-K 129.5 59.8 69.7 10.9 6.0 0.79 2.51
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図 2.　浸透圧密試験概要

 Physical properties of sludge

 Physical properties of sludge Brief of the hydraulic consolidation test



B 池試料で、粘土・シルト分が大部分を占めていた。

3. 浸透圧密試験結果

　フィルタープレス試験と原理が同じである浸透圧密

試験を実施して、最適な条件を検討した。図 3 は実光

池底泥の圧密時間と含水比の関係を示している。底泥

1kg を投入して、底泥 1 に対して水 5（質量比）とな

るように試料を作成し、凝集剤を無添加、載荷空気圧

300kPa、圧密時間 1,2,3h で 3 種類の試験を実施した（図

2）。図中 t とは試験後に作成されるケーキ上部の含水

比のこと、ｂとは下部の含水比のことを表している。

ここでは時間経過とともに上部の含水比が低下するこ

とが分かった。また、2h と 3h の間で上部含水比が大

きく減少している。図 4 には，底泥の投入量と含水比

の関係を示した。載荷空気圧 300kPa、圧密時間 2 時

間、凝集材なしで底泥 2 に対して、水 1（質量比）と

して試験した。投入量が少ない試料の方が含水比は低

くなった。しかし投入量が 0.25kg のように少ない場合

においては、試料に均等に圧力がかからずに含水比が

高くなった。

4. 現地試験

　室内試験とフィルタープレス機による脱水処理との

関係性について検討のため試験した。試験は、凝集剤

0.3l/m3
添加し、圧密時間を変化させて試験した。図 5

は現地試験での結果である。ここでは、プレス時間を

増加させることで含水比が減少している。しかし、あ

る地点より含水比には大きな減少がみられなくなる。

室内試験結果と現地試験結果の傾向は一致しており、

室内試験により現地試験を再現できているといえる。

しかし、条件が異なるため関係性を調べることが今後

不可欠である。

5. 結論

　フィルタープレスによる圧密を模擬するための浸透

圧密試験を行った結果次の知見を得た。1)　含水比は

圧密時間に依存する。しかし一定時間経過するとあま

り変化しなくなる。2)　試料の投入量，即ち実際のフィ

ルタープレスによる脱水では、ケーキの厚さが小さい

ほど圧密は効果的に進む。3)　現地試験においてもあ

る地点より含水比は一定となる。
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図 4.　底泥の投入量と含水比の関係
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図 3.　圧密時間と含水比の関係
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図 5.　現地試験結果

写真 1.　フィルタープレス機
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